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記事の要約記事の要約

秋から冬にかけて対馬海峡から日本海を秋から冬にかけて対馬海峡から日本海を

北上する「エチゼンクラゲ」が異常発生してい北上する「エチゼンクラゲ」が異常発生してい
る。る。11日平均日平均33億から億から55億匹ものクラゲが誕生億匹ものクラゲが誕生

している。水産庁によると、今年は例年より約している。水産庁によると、今年は例年より約
１ヶ月近く早いペースで日本海１ヶ月近く早いペースで日本海

の北上を開始しているようだ。の北上を開始しているようだ。

漁業に様々な影響を及ぼす漁業に様々な影響を及ぼす

と考えられているので、対策がと考えられているので、対策が

求められている。求められている。



なぜこんなに増えたのか？なぜこんなに増えたのか？

①クラゲのえさのプランクトンの増加①クラゲのえさのプランクトンの増加

（中国大陸沿岸での開発）（中国大陸沿岸での開発）

②温暖化により越冬が可能②温暖化により越冬が可能

（細胞分裂が促進）（細胞分裂が促進）

③乱獲で競合相手が減少③乱獲で競合相手が減少



大型クラゲ大型クラゲ
目撃情報目撃情報

MAPMAP



増えすぎたことによる被害増えすぎたことによる被害

①網への被害①網への被害

重みで網があげられなくなる重みで網があげられなくなる

→網の破損・燃料の浪費→網の破損・燃料の浪費

②他の漁獲物に粘液がつく②他の漁獲物に粘液がつく

・汚くなるため市場価値が低下・汚くなるため市場価値が低下

・痺れによる魚の死亡・痺れによる魚の死亡

③魚がやってこない③魚がやってこない
大量発生し定置網に掛
かったエチゼンクラゲ
（福井県南越前町沖）



漁獲量の変化漁獲量の変化
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現在の対策状況現在の対策状況

・・ 対策には国も力を入れている。対策には国も力を入れている。

＊県や国の補助対象の廃棄処理費は＊県や国の補助対象の廃棄処理費は1,4001,400万円万円

に上る見通し。に上る見通し。

・・ 「現在できる対策では最も有効なやり方」「現在できる対策では最も有効なやり方」

・・・魚がたまる所におく定置網にフィルター役の網・・・魚がたまる所におく定置網にフィルター役の網

を付けて魚とクラゲを分離する方法。を付けて魚とクラゲを分離する方法。

～～クラゲ混獲回避漁具



クラゲ混獲回避漁具

・・ 網目の網目の11辺が約辺が約30cm30cmで失敗で失敗

→網目の→網目の11辺が約辺が約15cm15cmで成功！で成功！

・・ この時期獲れるアジ、サバ、サクラなどは網この時期獲れるアジ、サバ、サクラなどは網

を通り抜けられクラゲとほぼ分離できる。を通り抜けられクラゲとほぼ分離できる。

押さなければ開かない
開閉網

魚はグリッド
を通過

クラゲは網の外へ！

誘導網でクラゲや魚を
グリッドにぶつける



問題提起問題提起

・・ 当面はクラゲの大量発生が治まりそうにない。当面はクラゲの大量発生が治まりそうにない。

・・ 網目を改善しただけでは、記事にもあったように網目を改善しただけでは、記事にもあったように

ズワイガニ漁や、工場の取水口に入り込んでしズワイガニ漁や、工場の取水口に入り込んでし
まうといったような影響に対処しきれない。まうといったような影響に対処しきれない。

→クラゲの数を減らすことは→クラゲの数を減らすことは

できないか？できないか？



私たちの考え私たちの考え

エチゼンクラゲの有効活用、エチゼンクラゲの有効活用、

つまり価値をつけてはどうか？つまり価値をつけてはどうか？

①土壌改良材：実験中①土壌改良材：実験中

海藻を肥料に使っていた事例から注目。海藻を肥料に使っていた事例から注目。

②クラゲを使った調味料の開発②クラゲを使った調味料の開発

最近、魚醤の消費が伸びていることから注目。最近、魚醤の消費が伸びていることから注目。



土壌改良材について土壌改良材について

・海藻と同じ海産物のクラゲが含むマグネシウム、カ・海藻と同じ海産物のクラゲが含むマグネシウム、カ

ルシウムなどのミネラルに注目。ルシウムなどのミネラルに注目。

＊クラゲ・・・９６％が水分＊クラゲ・・・９６％が水分

ミネラル：マグネシウム（ミネラル：マグネシウム（0.940.94％）％）

しかし、大量に捕れる！しかし、大量に捕れる！

→ミネラル分確保可能。→ミネラル分確保可能。

・窒素やリンなども含まれる・窒素やリンなども含まれる

⇒有望な解決策と期待できる！⇒有望な解決策と期待できる！ 肥料として干拓地の農地
にすき込まれるエチゼンク
ラゲ（鳥取県境港市）



魚醤について魚醤について

・大豆や魚と比べ、クラゲが含むタンパク質の・大豆や魚と比べ、クラゲが含むタンパク質の
割合は割合は0.50.5％と低い。％と低い。

→ミキサーで砕いたり、脱水機にかけて脱水→ミキサーで砕いたり、脱水機にかけて脱水

すれば５～１０倍の濃度に高められる。すれば５～１０倍の濃度に高められる。

・中華料理でも食べられている。～高級品！・中華料理でも食べられている。～高級品！

→日本でもクラゲの食品化に向けて動きあり→日本でもクラゲの食品化に向けて動きあり

（（exex::日本クラゲ協会）日本クラゲ協会）



環境白書では・・・環境白書では・・・

日本周辺海域の海洋環境の現状を把握するとともに、国連海洋法日本周辺海域の海洋環境の現状を把握するとともに、国連海洋法
条約の趣旨を踏まえ、条約の趣旨を踏まえ、領海・排他的経済水域における生態系の保領海・排他的経済水域における生態系の保
全全を含めた海洋環境の状況の評価・監視のため、を含めた海洋環境の状況の評価・監視のため、水質、底質、水生水質、底質、水生
生物を総合的・系統的に把握するための海洋環境モニタリング生物を総合的・系統的に把握するための海洋環境モニタリングを行を行
いました。いました。

（中略）（中略）

また、漁場の健康診断としての長期的な環境監視調査、油濁、また、漁場の健康診断としての長期的な環境監視調査、油濁、赤潮赤潮

等の発生監視調査を一体的に実施し、漁業者自身が行う簡単な採等の発生監視調査を一体的に実施し、漁業者自身が行う簡単な採
水調査の実施、観測機器の整備等、漁業者による監視調査への参水調査の実施、観測機器の整備等、漁業者による監視調査への参
加を促進する事業について助成しました加を促進する事業について助成しました。。

（平成（平成1717年環境白書より）年環境白書より）



水産白書では・・・水産白書では・・・

定置網などに多大な悪影響をもたらす大型ク定置網などに多大な悪影響をもたらす大型ク
ラゲは、昨年に引き続き平成ラゲは、昨年に引き続き平成1616年においても年においても

目撃されており、本州の日本海から太平洋北目撃されており、本州の日本海から太平洋北
部まで広範囲に分布。部まで広範囲に分布。大型クラゲによる漁業大型クラゲによる漁業
被害の軽減を図ることを目的被害の軽減を図ることを目的として、として、1616年度年度

からから大量出現予測、被害防除および有効利大量出現予測、被害防除および有効利
用のための研究・技術開発用のための研究・技術開発を実施。を実施。

（平成（平成1616年水産白書より）年水産白書より）
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http://ccserv.adm.ehime‐u.ac.jp/~cmes/koza/02/020831/ue.htm
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